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?I['縄県名護市

辺野古の 一里塚 


一国道329号改良工事に伴う緊急発掘調査報告書一

北部国道 事 務 所

名護市教育 委 員 会



はじめに

織田信長 ・怯臣秀育の時代に始められ、徳川必府によって全問の主要街道にz没置されるよう

になったという「一虫塚」は、沖縄にも築かれていました 現布、県内では思納村の「点栄111

の一旦塚jが村の指定文化財として知られていますが、� illl純県教育委只会の行なった「歴史の

道訓告」で、その他にも県内の各地に 「一~n塚」の地名や跡が残っていることがわかりました。

「辿野~・の .II!.塚」も「歴史の道調査報告l l ~Jの中で利介されましたが、その存在は 、すでに

辺野市 I~( ' i: ，.~~編算事業のけ Iの地名調査で知られ、 J しい調査が待たれていました

ところが、同道329号改良工事に伴い、 一型塚のイF在する丘陵が切り崩されることになり、

予成4年度に緊急調査を実施しました その結果、かなり破壊されているものの、|円道をはさ

むように築かれた一対の塚を確認することができました 本報告占-は、その調査の成果をまと

めたものです

ここ数十年の111]、大型化した開発事業に伴い、私たちのj剖りの自然環境や歴史的環境が大き

く変化しています 詩らしが便利になり社会資本が終怖されていく ー}jで、何千年、イIIJ(i年、

何卜年と受け継がれてきた� rrl然」そして「歴史的な遺産Jを後Iltに伝えていくのも私たちの

大切な役目です この「一里塚」は解体され、使われていた石を保存し近い将来復冗されるこ

とになりました ー'1:1.塚の存在した当時の掠[-を少しでも思い浮かべることができ、本報行，11-

とともに歴史の学習に役立てることができれば幸いです。

最後に、;調査並びに報告書の作成にご協力いただいたみなさまに深く感謝申し上げます。

平成� 6年(199~年 ) 3JJ 

名護市教育委只会



仔リ r::ョ 

1 .本報行古は:、平成4年度� (1992年度)に実施した 「同道329サ改良工事に伴う 、辺野市の

一里塚の緊急発J程調査」の成果を記録したものである。� 

2.訓任は、北部国道事務所から委託を受け、Z"ri襲di教rf委員会� (主管 ・社会教育課)が実施

した。� 

3.発i).11，� (ま次の体制で行った。JM 1f: 


調官 総 指 教 育長 比点敏 雄 


，J~ 1f.~T 任 fr. 社会教育課長 島袋lE敏 


総 務� tf任有 社会教育係長 宵城�  i前


総 務 社会教育課事務主事 比九.5 文� r 

，J司� 1t u 社会教育課文化財担jli 島和" 1ff-弘 ・比嘉 久


，û~ 1f.補助 11 ; 本利枝
~~

資料 幣型�  11	 {rl' 村美代子・市�  j皮 ひとみ ・大城かなえ

先制作業 �  11	 J.'Ii良朝交・~!? 1凶 ハ ル・�  1: 1111 末 r.比 点 ヨ シ


8波 蔵ヨシ ・仲凹秀�  r./J、日I'/Jsr.新 田 ヤ エ 


品袋�  愛 ・許田正治 


協� )J 	 仲村 同IJ ( 島上水 ) ・ 島袋権的 (辺野市字誌編纂・J~務局 )


辺野市公民館 


テック株式会社エス ・I;，与:兵測� 

県外調査協力 制井県金津町教育委只会


二.iTI:県熊野市教育委員会
 

4 .本報flffE:作成にあたっては、主に以下の文献を参!mした。� 

①� fi'l'縄県歴史の辺調査報告書J 1-VIU'I'純県教育委貝会発行)� 

②� f琉球国絵腿|史料集第 i集一正保国絵凶及び関連史料-J (沖縄県教育委員会平成� 4年� 3 

)j) 

③� H五!絵11{1J(川 村博忠若吉川弘文館平成�  2年12月l円)
 

@f伊l史大砕典J (同史大辞典編集委員会 吉川弘文飢 昭和58年10月1日)
 

⑤ r~，護ïlï~とノド編)) - わがまち ・ わがむら-J (才I護di役所 昭和63年� 3月31日)
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第� 1章 辺野古の一里塚発掘調査報告� 

1.調査目的と調査経過

中匡lから導入され、織田信長 ・泣臣秀吉の時代に築かれたという一里塚は、徳川幕府の初

期に日本橋を起点として全国の主要街道に設置され制度化されたという 。それは、旅行者の

目標のほか応や鰐能の賃銭を決める目安にも使われていたようだ。� 

jljl縦県立凶告:館比嘉春潮文庫に所蔵される� f正保」丙戊年絵凶帳写jに、� iilfi添間切内え

そ村壱里山…」という記載があり、当時、� 11純にも一里塚(山)が築かれていたことがわか11

る そして、� IriJじ頃に作成された「琉球間絵1:;l1Jにも、道筋をはさむように印された黒丸で

「一里塚」が記載され、ちょうど「辺野台の一里塚」と恩われる位置にもその黒丸印はあっ

た。さらに、数年前から進められていた辺野占字誌編纂委貝会による小地名調査の中で、

「イキリヅカJと呼ばれる所に崩れかかっている二つの塚が存在し、かつて、その間を名護

へ向かう道が通っていたことがわかり 、その塚が「辺肝古の一里塚」であることがわかった。

ところが、同じ頃に辺野市を通る国道329号の改良工事計画が進められ、塚の存在する丘

陵が切り崩されることになった。調整の結果、現地保存が困難になり、� l見(凶者負担による記

録保存のための緊急発掘調査を行なう ことになった。

調査は、名護市教育委員会が行ない、 一里塚の構造を� IV1らかにすること、築かれた年代を

示す資料を発掘すること、さ~II与の道の遺構を検出することを目的として行なわれ、 さらに地 

JCの要望により、将来の移転復元をめざし、塚にイ史則されている石を確保しておくことになっ

た。

まず、発担範囲lをf確定するため、平成� 4年� (1992年)] 0月に試掘調査を行なった。特に、

近|仕の道の遺構に注意しながら試鋸を行なったが、近年、耕作地として利用されていたこと

もあって、遺構は残っていなかった。そこで、本調査は二つの塚を中心に行なう ことになっ

た。

ネ;剥査は、平成� 5年� (1993年)� 1刀に実施し、当改良て事を請け負った業者の協力を科て

調査範囲の伐採を行ない、塚の輪郭を検出した後、写真撮影実測を行なった。その後、塚の

構造を翻査しながら解体した。同時に塚周辺の発掘調査を行なったが、遺構は確認できなかっ

た。発掘終了後、塚を復元するために使用されていた石を保存した。� 

-6-
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2.位置と環境

辺野古は、名護市役所からはほ南東のHfr~ に約 9 kmの地点に位置し、太平洋にl目する。久

志岳 (335m)と辺野前岳 (303m)に搬を発する辺野1i)II(流長4.23km)は、 集部の南を流

れ太平洋に注ぐ。MIJ付近のi'l'積地に、クシヌウタキを'Irにして放射状に形勢された市い集
落と、その北の台地に、戦後、米軍基地の設置に伴い形勢された新しい集落がある 集落の

北を国道329号線が通り、市街地へつながる横断道路となっている。辺野手Jl原 ・忠似・長崎

JJ;(・下福地原 ・上稲地l県・前垣JJ;t.港民(・親里j点・前上j民の9つの小字からな り、親旦j民は

発祥の地と伝え、集落は辺野肯原に位置する。思原 ・長崎原 ・下稿地j瓜は米軍基地のキャン

プ・シュワープが占める。一里塚は港l原にある。

基地内南側の海岸に沖縄貝塚時代後期J(約1，500年前)の大メ遺跡・思原遺跡がある 近

世の辺野市は、 1673年に名護間切と金武間切を割いて新しく久志間切が成立するまでは、金

武間切に属していた 17世紀中頃の『絵l:xl郷村帳jと f日究版jにも 「金武1/1]切・ へのき村」

と記され、『琉球同由来記J(1713年)には 「辺野古村Jf辺野i6J!村Jとある。f日究帳jによ

る石高は、 43.7石余り(凹40.9石余、出2.9有余)で、水田の比ネの向い村であったことがわ

ヵ、る。

近代の統計資料によると、明治13年には、戸数57戸 ・人11258人、|司36年には299人。Ililif-

の平氏人υ277人 ・ I~族人口は 13人で、久志間切で、は士族人 1 Jの少ないところである。大illi

ifjに注ぐ美謝川(別名指地川)の中上流には、明治中頃からみ;部 ・4〆I護Ji面からの移住者が

足取集落を形成していたが、戦後の土地接収で集落はなくなった。その近くに明治天皇の御

大非のときに造林された 「明治山」がある

現在の辺野市は、人111.436人 (:!'JJ679・女757人)、世情466戸で、久志地区ではーilkも大き

な行政l亙である

「琉球国絵凶」によると、首里城を発しi'll純本島の米海岸に沿い 「東海道jが北七し、 12

番目の一里塚の印がちょうど 「辺野市の e盟塚jにあたる aつ予前が久ぶ、 ・つ先が大浦

にあたる。その先には、現在の三原、 >'fr階、底仁屋、 度，佐次にあたる場所に一盟主反の印があ

る。「東海道」はその先の「川田村」で|堆路が切れ、日1I旧村 ヨ1)あは村迄海ヒJi4.9!.Jの海:路

に出る 辺野，!jから大iiliの向かう途中、才I護に向かう迫が分かれ、 「絵凶Jに、その道は

「なこ間切大道ヨリおほら村大道迄 a虫 11-二町四十間jあるとえ:す。太平洋に突きtIlした岬

には「へのき崎jの文字が見える 現イEの辺野市川のところには f)何度りJの文字が見え、

吋時その川には.tt:Jがなく、舟を使わずに川を渡ることができたのであろう。

-9-
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3.調査結果の詳細

① 範囲と方法

辺野古の一里塚は、集落の北側にある標高50.9mの丘陵上に位置し、そこを辺野古では

「イシキャームイ」と呼んで、いる。かつて集落から通じていたという道は、基地建設に伴

う道路工事のため傾斜部分が切り崩されたが、丘陵上には残っている可能性もあったので、

発掘調査は、まずその旧道の跡の確認から始ま った。

二つの塚を中心に、図5のように 2mx2mのグリ ッドを設定し、 塚の間にあたるF-

10とF-14を試掘したが旧道は確認できなかった。よって、塚および塚の周辺を発掘範囲

とし調査を行なうことになった。

調査態勢を整える問、国道事務所及び改修工事請負業者によ って、塚周辺の伐採が行な

われ、調査を着手したのは l月中旬。試掘調査のグリ ッドを復元し、 H-9・H-10・c-
11・D-ll・K-9・K-10を掘り下げるとともに、塚を写真測量するため、塚に生えて

いる草などを除去した。除去後、平面・断面の写真撮影 ・測量を行なった。

写真測量終了後、東側の塚を「東塚」、西側を「西塚」とし、構造を知るため塚を解体

した。それぞれの塚を十字に4等分し、その4分のlに当たる部分を切り取った結果、周

りに石積みを巡らし、その中に土を盛っていることがわかった。

そこで、盛土の部分を除去しながら時代を示す造物をさがしたが、決定づける造物はな

かった。最後に、石積みだけを残し平板測量を行ない、発掘を終了した。なお、石積みの

石は、復元に向けて保存しておくことになった。

写真 1 発掘風景

-12-
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② 遺構

東側にあった「東塚」は、長径4.5m、短径4.0mの楕円状に、約60cmの高さで石積みを

巡らし、その石積みを覆うように約1.8mの高さで土を盛った塚であった。塚の東側を馬

車道が通っていたため、東壁が一部崩れていた。頂上部分に木株の腐った跡と思われるく

ぼみがあったが、塚が造られた当時の木株かどうかは確認できなかった。「東塚Jと「西

塚」の中心を結ぶ線は、東から南へ14。ずれている。

写真2 東塚空撮
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「東塚」から約13mはなれた位置にある塚を 「西塚Jとした。この塚は「東塚」に比べ

崩壊が激しく、盛土を取り除いても楕円状の石積みは確認できなかった。残っていた石積

みからほぼ「東塚Jと同じような塚であったことが想像できる。この塚から南側に高さ30

cmほどの土手がのびていたが、この付近を畑に使ったときの土手であろうと推察した。

写真3 西塚空撮
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東塚南墜 西塚南壁
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図8 積断面図



写真4 発掘前の現場/東側から一里塚付近を見る。フェンスの手前が基地内で

あ っ た 。 20~30年前まで耕地として利用。 現状は松林であ っ た 。

、、、

写真5 伐採後の発掘現場/北側から一里塚を見る。写真の左奥が東塚。

右中に西塚が見える。
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写真6 東塚雑草除去後の様子/東塚を西側から見る。石穫が確認できる。

写真7 東塚断面/東塚を 2分の 1に割り断面を観察する。周りに石を積み中に土を盛っている。

窪みは木かぶが腐食した跡であるが、塚が築かれた当時の木かぶの跡かは不明。



写真8 東塚の石積/石積だけを残し、盛土を除去した状態。塚を西側から見る。

写真9 東塚の石積/石積だけを残し、盛土を除去した状態。塚を東側から見る。

-21-



写真10 西塚雑草除去後の様子/かなり崩壊し、かすかに石積が確認できる。

写真11 西塚断面/西塚を 2分の 1に割り断面を観察する。石積の残りが悪い。
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写真12 西塚の石積/石積だけを残し、盛土を除去した状態。塚を南側から見る。

写真13 西塚の石積/石積だけを残し、盛土を除去した状態。塚を北側から見る。
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写真14 発掘風景/手前が東塚、奥が西塚。

写真15
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③ 出土遺物

出土造物は、人工逃ー物47点、自然造物28点と少ない。

人工:i1J:物は、先史時代を示すものは検出されず、近世 ・近代造物のみが出土している。

内訳は、第 l表に示した通りである。

第 9 凶 1 ~ 4 は、壷屋焼の碗で 3 の内外面及び 4 の外面は黒粕がかけられている 。 liiJ~

5 ~ 7 の 3 点は、それぞれ文様がちがう砥部焼である 。

第10凶8・9の資料は皿の底部である。8は位付まで施紬され、細かいl't入がみられる。

9は焼きのよい陶質上器で内外面に煤が付着している。10の小査は頚部に黛印及び肩部に

波状文様が施文されている。11の小宮は内外面ともに黒紬が施されているが、 υ唇部は無

軸である。耳の部分が破損し

た製ll古である。12の砥石は小

さめの製品だが、表裏面とも

よく使用されている。

自然造物は貝類のみで、獣

魚骨は検出されていない。

内訳をみると圧倒的に巻貝

が多く23点、 二枚貝が5点の

総数28点となっている。種類

は、チョウセンサザエ 8点、

マガキ 6点、ツノテツレイシ

ガイ・ シャコガイ 3点、スイ

ジガイ 2点、ヤコウガイ・イ

トマキポラ ・サメザラ ・シジ

ミガイ科各 l点となっている。

主に塚の表面及び束塚の中央

部に|剥いた穴から出土した。

表 1 出土遺物一覧表

lF( 
東 i家

面み他

宝三 口縁
屋
焼 底部 2 

施 口縁
軸
問 胴部 2 
器
底部

無 口縁
軸
陶 胴部 2 3 
否E

底部

砥 口緑
部
焼 底部

間 胴部
，LFF4 手
土 底部
者E

現 口縁
代
磁 胴部
器
底部 2 

合計 18 

西 i家 試掘
道 .6. 

εコ

表南 表 DIHIK 計
面側 '* 11 I 10 I 10 

4 

2 

8 

2 2 

3 

1 5 11 

2 

2 

2 I 2 5 

2 

2 

22 47 



4 

6 

5 
7 

。
図9 出土遺物実測図(1)
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図10 出土遺物実測図(2)
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写真16 出土遺物 (1) 
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写真17 出土遺物 (2)

表面

裏 面
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第2章史 (資)料に見る一里塚

1. r正保三丙成年絵図帳写jに見る一里塚 (山)

7111純県立因性館比嘉春潮文庫に所蔵される f正保三丙成年絵図帳写J(1646年)には、 NI

純白をはじめ各局々の南北の長さや東西の長さ、入居の有無、航路などが記されている他、

道筋を記し、例えば「西原間切堺より浦添間切之内ゑそ村壱里山迄十壱町jのように距離を

示して「一里塚 (山)Jの記載を見ることができる。f琉球国絵図史料集J(沖純県教育委員

会)を参照し、そこに記載されている「一里塚 (山)Jを抜き出してみた。

① 西海道
、.". ..，.ー 、- -「浦添間切之内ゑそ村壱里山Jr北谷 、-

間切之内くわい村壱里山Jr讃谷山間切
之内ゑらみな村壱里山Jr金武間切之内
おんなむら壱里山Jr名護間切之内幸喜
村一旦山Jr今帰仁間切之内あめそこ村
壱里山Jr羽地問切之内いさしきや村壱
里山Jr国頭間切之内しほや村壱里山」
「羽地問切之内こかち村一里山J

② 島尻方西海道

「那翻ー里uJJr兼城間切之内むくえ
)11-里山Jr喜屋武間切さかい壱里山J 〈ク

4 
③ 東海道

「中城間切之内安里村壱呈山Jr越来 き
間切之内大旦 (美皐カ)村一里山Jr越

す t Jf 
/"てコ

来間切之内おんな村壱里山Jr金武間切 Y 
之内やか村一里山Jr名護間切之内大浦
村壱里山J
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④ 島尻方東海道

「大 LI~間切之内よなはる村壱里山J i佐敷間切之内佐敷村壱rr!.山Ji知念間切之内知念村

一里山J

⑤ 久米島

iHぶ川間切之内よくひ盛一里IIJJ

2. r琉球団絵図Jに見る一里塚

「琉球[lil絵|ヌIJに.'.1.¥fL r:pで一里塚 (111 )が記されているが、その場所を税イ正の地凶にH日ら

し会わせ、その地才Iを抜き出してみた ただし、縮尺および当時の道との追いて手があり、正

確なt必所とはいえない。沖縄本島のみ

① 西海道

L JIE城 験 仲間]→大111 点ト肝納→伊良トー11 1 ・ 1rri l' I → t~~F. ・南側 1

・安1;1・-tJl .名嘉・点 .、ドト1・d午川 ・t，護 ・為x .伊豆l沫→ I)t.!f!.→渡久地 ，謝イヒ

「→越地 ・仲宗恨→ふ;;JL技 ・11トヰ屋ぺJfU ilt波→出Ji 大宜l床 ・ 点:~II>l

辺十..t，→与郎→辺y!}存→寸:点 .fi.名点→辺)i ・奥 ・楚けtI ・伊部 惨'氏凹 ，安波

② 島尻海道

I g.9l~長1 ・ 久米→肌城→糸満→腎屋武→米須→破名城 ・ 常111 →知念→海野

川 ←崎山町←大'11

←与那原←佐敷
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④ 東海道

直亙→津花波→安里→熱田

b 

久志

今b〔 辺野1i→ 大i甫 二版→嘉陽→底仁屋 度佐次

iJ tJO 
G 

cク

}

-

仏

--
H
ai

‘ι1E
-
-
t
 

知
念
c> dコ。

図11 r琉球国絵図Jに見るー里嫁
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3. r沖縄県歴史の道調査報告書Jに見る一里塚

i'll純県教if委日会では、昭和59年度 (1984年)から「脱!との道」の調査を行い、これまで

に数11ftの報行，'r-を作成している。その中に「一旦塚Jに|瑚する記I肢があったので抜き出して

みた 参照した報告Sの順に、その中に報告のあった'里塚の名称 ・所在 ・説明を記載する

ただし、十強行i'r.才1の ri'l'純県歴史の道調査報告主Jの部分を'(iき、サブタイトルと発行年刀
を記載する

① 「国頭 ・中頭方西海道 (1 )・弁ケ巌参詣道J(1985年3月)

名称(日IJ名) 砂j

1旦℃

大山の -II~ 塚

桑i1:の.'H J.瓦

野 11<1の・'R坂

所在.Jt

| 名称以外何も伝水されていない
浦添市

仲間

一旦パンタという応

が残っている(1'.31) ij提出jは松林があり若名・が集ま

る場所 (P.64)0 ，~(.'llか ら虫干2 ・ rg_ (P. 138) 

行.野湾市| 大山小戸校正門近く!日58り般のfLんr!1あたりにあっ

大 山 た。一旦原という地名だけが残る (P.64/139)

北谷町 集落人IJにあたる反政の戸jにillって石を・Lf!.塚と呼ん

桑 江 l でいた塚はなかった現伝はない (P.64)。

'野国村入u、記号「京大 [Jという屋敷の隅にあり、
点下納町

小高いrfrにわーがii'tかれ・rn塚と呼ばれていた 現在は
野国

米軍基地内で跡形もない (P.65)

② 「国頭 ・中頭方西海道 (日)J (1986年3月)

才1{1J; (別名)

旦 塚

‘Jt 
削
灯

農道の両脇に所夜する。 *側は底而径3mの人工塚

で、西側は白然、の喋肘の!判を平IJJHしたもの (P.159)。

村指定の文化財。

恩納村

兵栄凹
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一 里塚
思 納村

仲 泊
自然、の丘を利崩した塚。現在2カ所に残る (P.160)。

一 里塚跡
恩納 村 |谷茶大口といわれるリーフの割れ目を通った津:L1(港)

谷 茶 i付近にあったというが、現在はない (P.160)。

恩納村

恩納付

一 里塚 安高祖

l恩納村
一 里塚跡 名嘉真

恩納の集落の南側にあった馬場の南側の道の両側に

あった塚。 樹木はなく茅草であっ た 。 ~没後道路拡張の

ため破壊された (P.31)。

瀬良垣との境にあったというが詳細はイ司J(P. 160) 

l 国道58号紘沿い浜原、名護向けイ7側だけにあった。桁
| 円状今 高さ約 3m 、長さ約 7 ~ 9rn 、幅約3.6m 。 樹木

はなく;;:草であった。道路拡張仁・Fで消火 (P.31))

字詰の一旦塚

一一 丁一一一一一一一 一 一一
名護市 !
且 し!_l[塚があったというが、位置は不明 (P.31)。
マー 汗 !

市

田

護名

許塚旦のπu 

A
u
s

・

一 旦標識柱
r，護市
為又

許凹と数久田のrlJ間にあった珊瑚礁のねをさ し、形が

カメの首に似ていることからハーミヌクピリと呼ばれ

ていた。道路拡張工事で埋められた (P.31)。

為)059番地、比嘉松吉氏宅の門'-1にあった。伊豆l味

に向かう道路の右側に位置する (P.87/161)。

一 旦標識柱
本部町

伊豆味

伊豆味2678番地、比嘉屯徳氏宅の門口にあった。渡久

地に向かう道路の左側に位置する。イヤガイのー塚と

呼ばれていた (P.88/161)。

R
U
 



本部町 並里東屋名座の我那覇隆金氏宅の上方の道路左側に
一 里標識柱

あったという。未確認 (P.88/161)。並 里

渡久地大多良の本部町花井生産組合出荷場近く、道路
本部町

一里標識柱 右側にあった。イチリシグヮー(ー里石小)と呼ばれ
渡久地

ていた。行方不明 (P.88/162)。

本部町 謝花中袋原に現存する。与那覇清吉さんによると 「イ
一 里 境

謝 イー・+ヒa リチザケーJと呼ばれているという (P.88/162)。

上島川沿いのホテル宵城の東側に 「ターチマチ (二本
国頭村

(一里 塚 ) 松)Jがある。国絵図の位置と一致するので一里塚と
奥 !司

考えられる (P.70)。

③ 「島尻方諸海道J(1987年3月)

名称 (別名) 所在 説 明

(一 里塚)
佐敷町 島宜原。闘牛場角の小高くなった所に一本の松が生え

佐 敷 ており、 一里塚と思われるが未確認 (P.81)。

古島原。仲伊保と外聞を結ぶ農道脇に 1m位土を盛り
佐敷町

(一里 塚 ) 上げ、その上に長方形に石が置かれた所があった。 ~
仲伊保

老が「一里塚」だといっていた。現存しない (P.81)。

糸満市
豊見城村字保栄茂と糸満市字阿波根を結ぶ農道の中程

一 皇 の市村境に道を挟むように塚があり 、そこを俗にイチ
阿波根

リと呼んでいる。現在は東側の塚だけ残る (P.50)。

円。



④ 「中頭方東海道J(1988年3月)

名称 (別名) 所在 説 明

形状はよくわかっていないが、モモタマナの木が一本
西原 町

i孝花波一里塚
i宰花波

生え、塚は築かれてなかったという (P.22)。残念な

がら根拠となる遺構はない (P.145)。

首里城から幸地番所 ・幸地グスクを経て中城城へ向か
西原町

坂田のー里毛跡、 う途中にあったと推定され、現在の坂田小学校東北の
翁 長

ユックイピラの南側に位置する (P.145)。

平安名の勝連小学校の前にあったという。勝連小学校

(平安名の一里塚)
勝連町

平安名
校門前にある内問ホウヤーギーがそれにあたるのでは

と推測される (P.66)。

具志川番所からー里を示す毛で、昭和初期まで確認で
具志川市

大田の一里毛跡 きたが、現在はその形をとどめない。古老から聞き取
)11 田

りで位置のみ確認 (P.148)。

⑤ 「国頭方東海道 ・他J(1989年3月)

名称 (別名) 所在 説 明

金武町
f石川市誌jの 「カーランJIIJの説明に「石川|、屋嘉

(屋嘉の一里塚) 間を流れ、谷間には石積みの境界指標がある」とあり、
屋 嘉

これが一里塚ではないかと推測される (P.16)。

金武馬場の端に金武の一里塚のマウンドがあったが、
金武町

金武のー里毛跡 今は宅地となっている(金武4562番地仲間氏宅)
金 武

(P.19/107)。
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米軍基地のフェンス併く側山盛った石聞いの塚 l
名護市 が残っている。地元ではこの 「イキリヅカ」が村の出入 l 

辺野古の一旦塚
辺野古 uにあたり出征兵士も見送った場所だという (P.54)。

最近確認された良好な形で残る一里塚 (P.110)。

東 村 !菱佐次に入るあたりにー里山があったと思われるが、
(一 里塚跡 )

度佐次 現在パイン畑で確認できなかった (P.63)。

一 」

写真18 恩納村真栄回の一里塚
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4 .国指定の一里塚

江戸幕・府によって制度化され、全国に設置されたといわれる「一里塚jが、現在どれくら

い保存されているのだろうか。それを知るには全都道府県および市町村の文化財一党等を入

手する必要があるが、今はそれが不可能に近いので、聞の史跡に指定されている 「ー'J!.塚」

がどのく らいあるのかを調べた。参考にしたのは、 f区l説 ・日本の史跡 ・第七巻 ・近Ilt近代 -

1 J (文化庁文化財保護部史跡研究会編 ・1991年5)J 20日 ・株式会社同朋舎出版)で、私i応

県、栃木県、*京都、岐阜県、静岡県、愛知県、J重県、和歌山県、品根県、|品l山県、;有崎

県に、 全部で17の 一里塚が国の史跡に指定されていることがわかった。以下、 上記の-l'r-を参

照 し、それぞれの概要を記した。

① 須賀川一里塚 (すかがわいちりづか )

所在地/偏島県須賀川市一里坦 (JRm北本線須賀川駅から司王で10分)

指定rI/11白和11年9月3日 (迫力11.解除:昭和59年3月27日)

説 明/江戸時代に奥州道中の須賀川街の南端に築かれた一里塚。て基相対して塚形がよ

く保存されている。この一里塚は江戸11本4脅から数えて59番目。東側の.4~塚は

底径約12メー トJレ、高さ約 3メー トル、阿側の塚は底径J4メートル、 113さ約3.6

メー トルである。塚の表面は芝草。後Iltに補植されたサクラがある。

② 小金井一里塚 (こがねいいちりづか )

所在地/栃木県下都賀郡国分寺町小金井字結城辺 (JR宇都宵線小金井駅徒歩10分)

指定日/大正11年3J18日

説 明/日光街道の日本橋から22里日の一星塚。両側の塚とも残存し、高さ2.7mの円形

状で、両側の塚にはエノキ、東側の塚には雑木が柿えられている。f日光山道'11

絵l叫 に小金井一里塚が描かれていて、、当時の様子がうかがえる 両塚の距離は、

幅2mの旧道をはさんで約12mである。

③ 壬生一里塚 (みぷいちりづか )

所在地/栃木県下都賀郡壬生町大字壬生花の木乙 (京武宇都有線壬生駅徒歩10分)

指定日/昭和3年3月24日

説 明/日光丙街道、別名日光道中壬生通りに設恒された一里塚。現在では壬生町中心部

の南端、東武字都宮線の踏切の南方に所在する。当時でいえば江戸日本橋から23

皇の地点。塚は街道の両側に約18m離れて築かれていたが、今は西側の塚のみが
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残る 。 塚は直径約 5 m 、 高さが~2 m。記uに塚の上にエノキが生えていたという。

④ 西ケ原一里塚 (にしがはらいちりづか)

所在地/*京都北区丙ケ原て丁目 (JR京浜点北線仁中里駅or王 子駅から徒歩10分)

指定 I~/大正11年 3 月 8 日

必 I~l/将ílíが円光東照宵に社参する|祭の』草川街道として使月j していた円光御成道の本郷

追分の次の一里塚。武蔵野台地の点端部にある。省剖都|日$1内勾ではl唯唯一旧位置に{保浪イι長され、
{街封道をはさんで一対の塚が現イ布Fする。大正H

ため撤去されそうになつたが、地兄{住J:D此己の仇保:イ抗作存'f子Iが:運動によつて保存に成」ι8功よJ舟JりJ その立

J義監を合め、いちはやく指定された。

⑤ 志村一里塚 (しむらいちりづか)

所在地/点点都板橋区志村小豆沢 (都営地下鉄 _:fI1線志村坂上駅出IJ)

指定li/大正11年3月8日 (追加 ・解除 :IIB和10年10J118U)

Ji 明/都心から北問に延びる国道17号線沿いにエノキの植えられた塚が道路をはさむよ

うに対になっている。当時の以形をよくとどめている。江戸日本械を発つ1JIIllill

の3III 11の 一里塚。指定直後の'f.i側の塚の向さは約3m、面積が約87.8m2 北側

のJjiの r'，'~さは約 3m 、 !面積約 11 2.2m2。 地ié町内会などで保護管理している

@ 垂井一里塚 (たるいいちりづか)

19r配地/岐阜県不破郡垂井町円守 (JR~紅海道本線雫井駅から本で約1 0分)

指定日/昭和5年5月10日

説 明/岐阜県の両端に近い垂井町の阿部にあり、江戸日本橋を発する中山道JJ 2昏11の

-rpJま 現イE、南側の塚だけが残り、塚上にヤマザクラの大本とマツの小本が11::

えている。近くに、関ケ原山中から明治初年に移築されたという茶所や松牧水が

残る

⑦ 錦回一里塚 (にしきだいちりづか )

所在地/静岡県二島市谷田 (JR.!U海道本線」山駅からパス初背人U下車徒渉5分)

指定1I/大正11年3月8日

説 明/ :品市街地の東側に延びた箱根山の阿山誕の初肖ケ原あるいは谷田原と呼ばれる

帽の広い尾根の中央部、標高105mにある 江)j日本橋から発する東海道の28星

日の一里塚。てつの塚が一対で残 り、Il:IJを同道 l号線が貫通 している。同塚とも
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直径が約lOm、高さは約3m。塚中央部にエノキが植えられている。松並木の中

に存在し旧街道の情景をうかがわせている。

③ 阿野一里塚 (あのいちりづか )

所在地/愛知県豊明市阿野町(名古屋鉄道名古屋本線前後駅から徒歩lO分)

指定日/昭和11年12J116日

説 明/東海道の池鯉鮒術と鳴海栴のI-jl間に位置し、両塚が残る。北側の塚は、高さ2.5

m、基部の南北が5m、米両が9m。南側の塚は山さ 2m、;J，!;:部の長さ南北 ・"*

l川とも 8mo ~ヒ1U1Jの塚に松がてみ;生えている 。 南側の塚には 「是より併掛道」 と

刻まれた道標がiRっている。

⑨ 富田一里塚(とみたいちりづか)

所有地/愛知県Ji丙リi'I古川町 (JR米海道本線尾張一白・駅から車で15分)

指定rl/IIs和12年12月2]日

説 明/東海道と中山道を結びj農尼子野を縦断する美濃路の荻原社iと起術の'I'IHJに位置し、

美濃路ではIIWー [Itij採が残る。規模は、南北の塚とも高さ 2m¥hl、JJJ主1)の長い所で

約9mあり、エノキが植えられている。塚から夫j長路を刊に約1.3km行くと起桁

のi皮肉i}場跡(県史跡)がある。

⑩ 大平一里塚(おおひらいちりづか )

所在地/愛知県岡崎市大平町(名市民鉄道名8屋本線乙川駅から徒歩10分)

指定日/lIlJ和12年12)J 21日

説 明/京海道の藤川術と岡崎術の中間に位置し、愛知県内の京海道に残る数少ない ..m

塚の一つ IIfj，f1l 3年の道路拡張工事により北側の塚は消滅した 南側の塚の高さ

は約2.5m、基部の南北7.5m、米両8.5mで、塚上にエノキが植えられている。

⑪ 野村一里塚(のむらいちりづか)

所在地/二重県亀山市野村町宇野村 (JR関岡本線亀山駅から車で5分)

指定日/HH和9年1月22日

説 明/東海道の一里塚の一つ。 亀山城の西方、 亀山市野村の両外れにある。道の北側の

塚だけが残り、塚上にムクの大木が生える。寛政年間の記録に 「左板、 右椋」と

あり、文化年間の絵図に街道の両側に一里塚が拙かれている。現在残る北側の塚

の高さは約 3m、直径約 5mある。
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⑫ 四箇郷一里塚 (しかごういちりづか )

所在地/和歌山県和歌山市新在家 (JR阪和線和歌山駅から車で10分)

指定日/昭和15年7月12日

説 明/和歌山藩が設けた一里塚で、大和街道と大坂街道にかかわり、城下の起点からー

里の地点にある。南北に塚が残り、両塚とも約70m2、高さ1.5mの楕円状を呈し

ている。塚上にクロマツが植えられている。

⑬ 安来一里塚 (やすぎいちりづか)

所在地/島根県安来市安来町字川子 (JR山陰本線安来駅から車で6分)

指定日/昭和11年12月16日

説 明/江戸時代に松江藩の中心であった松江から東側に残る唯一の一里塚。安来市街地

の阿端、旧国道の安来大橋の東側に位置する。塚は道をはさんで相対し、南塚は

直径約4.2m、高さ1.2m、北塚は直径約 6m、高さ1.5mあり、両塚にマツが植え

られていたという。

⑬ 伊志見一里塚 (し、じみいちりづか)

所在地/島根県八束郡宍道町大字伊志見字j難 (JR山陰本線宍道駅から車で7分)

指定円/lIti和12年6月15日

説 明/松江藩の一里塚で、松江を起点に長門街道を阿へ五里の地点にある。幅4mの街

遣の南北に塚があり、南塚は径7.5-10.5m、高さ1.5m、北塚は径 8-11m、高

さ2.1mである。指定当時には両塚に松の大木があったが落雷や風雪に侵され、

切り倒された

⑮ 出西・伊波野一里塚 (しゆっさいいわのいちりづか)

所在地/島根県簸川郡斐川町大字ネ'1171<(JR山陰本線直江駅から車で3分)

指定日/11百和12年 6月15日

説 明/松江以西にある松江藩の一里塚の一つ。直江駅から約700m離れた水田の中にあ

る。塚は道をはさんで東丙に相対し、固有地と町有地からなる。二つの塚を合わ

せて127m2。塚に植えられていた松は、台風や病害虫の被害などで枯れた。

⑮ 真金一里塚 (まがねいちりづか)

所在地/岡山県岡山市吉備津 (JR吉備線吉備津駅から徒歩5分)

指定日/昭和3年3月24日
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説 明/山陽道板合宿の東端に設けられた一里塚で、備前 ・備中の国境に位置し、それぞ

れ備前 ・備中に入ることを知らせた。指定後まもない頃に撮影された写真による

と、塚の律は約 3m、高さは 1mを越え、南塚にエノキ、北塚にクロマツが生え

ていたことがわかる。

⑪ 今町一里塚 (いままちいちりづか )

所在地/宵崎県都城市今町・ 梅北町 (JR日豊本線都城駅から車で15分)

指定日/1昭和10年12月24日 (追加:昭和48年7月21日)

説 明/都城から鹿屋に延びる国道269号線沿いの鹿児島県境近くに位置している。今町

街道は旧都城下から今町を通り、末吉を経て志布志街道と連結する。この塚は、

天保9年の凶に「三拾三里塚」と記されている。19世紀初頭の庄内地理誌にも記

載されていることから18世紀後半に築かれたと考えられている。
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5.県外の調査から (県・市町村指定の一里塚)

一里塚の制度はその起源を中国にもち、日本の国では織田信長 ・豊臣秀吉が築き始めたと

されているが、 制度として確立されたのは江戸時代に入ってからのこと。慶長九年(1印4年)、

徳川家康が秀忠に命じて、江戸日本橋を起点として、東海道 ・東山道 ・北陸道に 「板Jを植

えた一里塚を築かせ全国に普及したという。

今回は、福井県と三重県を訪ねる機会があったので、そこで、 一里塚の保存状況や保存を

めぐる様々な問題などを取材した。福井県では金津町、 三重県では熊野市を主な調査地とし、

両教育委員会並びに関係者の方々にはたいへんお世話になった。

① 旧北陸街道 (福井県)の一里塚

福井県の金津町に福井県指定の一里塚があることを聞き、金津町教育委員会を訪ね、そ

の場所に案内してもらった。

一里塚の名称は「千束一里塚Joi福井県板井郡金津町北金津町20字一里塚71Jにあった。

この一里塚は金津町千束の集落の南にあり、旧北陸街道をはさんで両脇に築かれたもので、

『越前国名蹟考jに「北金津町往還一里塚右 野の辺道の左右にあり 。東に板二本、

西に一本。 上は下関村、下は細呂木の南西の問、元禄の図に金津橋より一里塚迄九町Jの

記載があるという。道の両脇にあったはずの塚のうち、東側の塚が昭和24年 (1949年)に

壊され、現在は、五間四方 (約9m四方)の西側の塚が残り、塚の上に幹廻り3.55mの大

きな板の木が立っている。

金津町では、昭和48年 (1973年)に文化財に指定してその塚の保存に努め、平成 2年

(1990年)には、福井県を通る旧北陸街道の一里塚のうち、当時の姿を良く残しているの

はこの塚だけで、極めて貴重な

遺跡であるとして、福井県の史 ¥ 

跡に指定された。千束で川野造

園を経営する川野寿明さんは特

にこの一里塚の保存に力を注い

でいて、自ら各地の一里塚の調

査におもむくほど。地域の文化

財を大切にする熱い思いを感じ

た。現在、この一里塚は金津町

が所有し、管理は金津町教育委

員会が行なっている。 写真19 福井県金津町千束の一里塚
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② 旧熊野街道 (三重県)の一里塚

三重県熊野市で「二木島の一里塚跡JI有馬一里塚跡」、御浜町では 「市木一里塚」を、

熊野市文化財保存審議委員の福島清さんの案内で訪ねることができた。

「二木島の一里塚跡」 は、「三重県熊野市二木島町553Jにあり、昭和12年12月20日に三

重県の文化財 (史跡)に指定されている。古くから風待港として重要視されてきた二木島

湾の奥に位置するこ木島町の背後には険しい山々がせまり、そこに「旧熊野街道」が通る。

一里塚は斜面を登る「街道」のすぐ側にあった。「以前は大きな松や杉が生えていたJと

いうが、今は 「雑木の小さな森Jとな り、本来の姿を想像することはできない。眼下に二

木島駅、 二木島湾が見えた。

旧熊野街道を南に下って、有馬町にある「有馬一里塚跡」を訪ねた。「有馬町有馬松原

字丁塚の保安林内Jに位置し、熊野市の文化財に指定されている。すぐ横を走る国道42号

線と 「七里御浜」の間にあり「南の塚jだけが現存する。「北の塚」は、 116和37年の国道

改修工事の際取り壊されたという。「南の塚」は径約7.3m、最高所約1.7m。塚の上に松 ・

イヌグス・桜などが生えている。

さらに「街道Jを下り、御浜町の 「市木の一里塚」を訪ねた。「有馬一里塚」から40町

4聞の距離だという 。塚は、国道改修工事で完全に取り壊されたため、道路脇に塚を築き、

「市木の一里塚jと名称を記した碑が建っていた。

写真20 三重県熊野市二木島の一里塚 写真21 三重県熊野市有馬の一里塚

-45-



6.全国の地名に残る「一里塚J

全国の街道沿いに設置されていったという「一里塚」は、近年の道路整備等に伴い、多く

が姿を消しているといわれるが、どのくらいの一里塚が残っているのかは把握できない。そ

こで、地名の中に「一里塚jに関するものが残っていないかを調べてみた。参照したのは、

『新日本地名索引第一巻J(1993年10月28日・編者金井弘夫・アポック社出版局)と、現在は

消えた地名を収集した『新日本地名索引別巻地名レッドデータブックJ(1994年12月10日・

編者金井弘夫 ・アボック社出版局)である。ただし、地凶上に現れた、あるいは現れていた

地名のみで、例えば辺野古の一里塚の地点に残っていた「イキリヅカjというような小地名

を拾うことはできない。

それによると、北海道から鹿児島県までの33道府県に、 「一星 ・立里 ・一旦川 ・一旦木 ・

一旦木松 ・一旦小屋 ・一旦小屋池 ・一旦坂 ・一星崎 ・一旦沢 ・一旦品 ・一里塚 ・一里塚町 ・

壱里塚 ・一旦滝沢・ 一星壇 ・一旦段・ 一旦坦 ・ー里野・ 一星松 ・ー里山 ・一星山町・壱里山

町 ・ー里山峠」の地名があることがわかった。

以下、その地名と所在地を表にまとめてみた。

• i一里塚」に関すると思われる消えた地名

(r新日本地名索引別巻地名レッドデータブックj参照)

No. 地 名 所在地 f'.h 地 名 所在地

一里水松 愛媛県南山崎村 10 一旦松 大阪府f摂取村

2 一里塚 岩手県好地村 11 一星松 愛媛県新谷村

3 壱里塚 茨城県吉田村 12 一旦松 佐賀県南波多村

4 一里塚 埼玉県幡羅村 13 一里山 愛知県逸見村

5 一里塚 新潟県原通村 14 一里山 滋賀県瀬田村

6 一里塚 山梨県上曽様村 15 一里山 大阪府日根野村

7 一旦塚 静岡県玉穂村 16 一旦山 香川県坂本村

8 一里塚 福岡県北川内村 17 一里山 宮崎県高岡市

9 一里塚 福岡県桂)11村
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• I一里塚」に関すると思われる地名 (f新日本地名索引第一巻j参照)

ぬ | 地名 所在地 尚地名 所在地

ト ーl一寸一旦一一一一一一 円栃木県宇都宮市 29 一一一虫一壇 '肖城県角田市

2 査些 栃木県宇都宵市 30 一旦段 制島県白河市

3 ー虫川 熊本県球磨町 31 ー'g_坦 福島県須賀川市

4 一虫本 |熊本県松橋町 32 一旦壇 制島県術品dJ

5 I - rr~木 !熊本県蘇陽町 33 一明 石川悶J村

6 1 -.!]l木町 l 熊本県宇土市 34 ー虫松 山梨県身延町

7 一里小屋 | 服県むつdi I 35 I - 1巳松 静岡県御殿場市

8 -.111.+民協

9 _rp小匝池 体制辿村 37 I -'g_松 徳島県神山町

10 -111板 栴島県相Ut1打 ~~ I一地松 白崎県日片山

11 1 - IT{崎 長崎県郷ノilH町 39 一盟山 昨馬県安IjI ilT 

12 ー l附 川

13 ー1江沢 |剛山~: I ~~ I -~~~ I愛知県豊橋市
14 ーIJ:!.沢 栃木県栗山村 42 一世山 愛知県吉羽町

15 一旦品 新潟県相川町 43' -!.li山 |和歌山県和歌山di

16 I -.1政 川刷di I 44 I一旦1I1 I芥川版

17 ー IP.塚 秋田県和剛 45 I一叫 1 I制ム阿蘇町
18 ー屯塚 山形県櫛引町 46 I一旦山 l鹿児品県鹿屋市

19 一旦塚 山水戸市 47i-叶 TflI叫，kiIt di 
20 一旦塚 | 長野lIiL塩民di I 48 I 一 旦山- '.T~ I 滋賀県大Htl打

21 ー盟塚 |問御代田町 49 ー盟に丁目 |

22 I一里塚 | 長野県軽井沢町 50 一旦山内丁n! 滋賀県大法市
23 I一里塚 |長野県戸倉町 51 一星山五丁目 滋賀県大津市

24 一息塚 点者IS府宇治di I 52 壱型山11汀 埼烹県行Lfl市

25 一里塚 広島県尾道市 53 ー里山町 愛知県刈谷市

26 一旦塚 香川県飯山町 54 一里山町 兵庫県西有市

27 一里塚町 愛知県瀬戸市 55 一旦山峠 宮崎県西米良村-

28 一旦滝沢 福島県西郷村
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